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社会とシチズン

●お客様と共存共栄を実現する
　品質づくり

　シチズン・システムズでは、電子体
温計・電子血圧計の開発時にJIS T 
14971「医療機器-リスクマネジメン
トの医療機器への適用」を実施してい
ます。
　電子体温計・電子血圧計は医療機
関のみならず、家庭において最も日常
的に使われる医療機器です。お客様に
安心してお使いいただくために、正確
に測定できるだけでなく、機器そのも
のが安全であることが欠かせません。
JIS T 14971の規格は、100以上
のチェック項目から①機器のすべての
ハザードを抽出し、②各々のハザード
について、危害の重大性と頻度から危
険レベルを評価し、③すべてのハザー
ドについて安全性が確保されるまで、
設計・製造・表示・取扱説明書などの
改善を要求しています。実施手順を
「リスクマネジメント規定」、「リスク分
析手順書」として標準化し、開発ステッ
プのすべての段階（企画・設計・プロト
タイプ・量産試作・出荷認定）で開催さ
れるデザインレビューで、実施内容を
審査しています。

●電子マニュアルのさらなる工夫

　シチズンマシナリーは、「顧客満足
度世界一」に向け、製品を正しく安全
にお使いいただくための取り組みに
力を入れています。
　工作機械用取扱説明書の役割は、
製品の「正しい取り扱い方」と「安全」
に関する正確な情報を、タイムリーに
お客様に提供することです。これらの
情報を伝える手段の一つとして、1年
ほど前から冊子の取扱説明書に加え
て、電子マニュアル（CD-R）の提供を
始めました。　

　当初は特定の新機種のみに対応し
ていましたが、欧米をはじめ国内外の
お客様からの強い要望に応えるため、
販売しているすべての機種の電子マ
ニュアルを現在整備中です。その際
に、お客様の使い勝手を考慮した簡易
検索機能や、安全に関する記述の改訂
も実施しています。また、環境面では
「紙削減による資源削減」や「複写機稼
動時間短縮による電力削減」、「ＣＤ化
による保管スペース削減」などの効果
が徐々に出ています。さらに次期テー
マとして、WEB上での閲覧や機械本
体への組み込みなど、新たな提供方
法も検討しています。
　今後も“お客様の使い勝手”と“製品
安全”さらに“環境配慮”の視点からよ
り高品質な取扱説明書を、よりタイム
リーに提供していきます。

●ホスピタリティの向上

　シチズンプラザは、グループのなか
でも数少ない、お客様と直接接してい
る企業です。多いときでは1日に
2,000人以上のお客様が来場されま
す。従業員一同ホスピタリティの向上
に努めていますが、リニューアルオー
プンしたアイススケート部門では、安
全第一をモットーに、運営体制の改善
に取り組んでいます。主な取り組みと
して①入退場システムを導入し、常に
入退場者数を把握して安全滑走がで
きるよう管理②リンク内の照明を従来
の2倍の明るさへ変更③リンク内の安
全パトロールを常に行う④英語の注
意事項を掲載した安全マニュアルの
作成などです。とくに安全マニュアル
はお子様にも読んでもらえるよう、イ
ラストを中心に、当リンク内で実際に
発生した事故例を考えて編集してい
ます。スケート教室のお子様や一般滑
走のお客様に配布して、安全の啓発を
行っています。今後も、お客様がス
ケートを楽しんで満足していただける
よう日々努めていきます。

利益還元方針

　シチズンホールディングスは、配当
および自己株式取得の合計額の、連
結当期純利益に対する比率を「株主還
元性向」と捉えています。この方針を
定めた2005年度以降、3年～5年の
期間で比率を平均30％以上とするこ
とをめざしています。配当につきまし
ては、連結業績との連動と安定配当の
バランスを勘案し決定します。また、自
己株式取得については、一株あたりの
利益増加による株主還元とともに、資
本効率の向上をめざしています。

情報開示とIR活動

　シチズンホールディングスは、株主・
投資家の皆様との日々の対話が株主
構成の裾野を広げ、企業価値にふさわ
しい株価形成につながると考え、株
主・投資家の意思決定に必要な信頼
性の高い情報を適時・適切に開示する
よう努めています。
　IR活動では、情報ニーズの把握と対
話を重視しており、年4回の決算発表
と決算説明会をはじめ、個別ミーティ
ング、工場見学会、IRイベントや証券
会社で行われるカンファレンスへの参
加など、コミュニケーションの機会を
増やしています。また、自社のWEBサ
イトや説明会資料の整備、内容の充実
にも取り組んでいます。

開かれた株主総会

　シチズンホールディングスは、より
多くの株主の皆様に定時株主総会に
出席していただけるよう、集中日を避
け、収容人数や交通アクセスに配慮し
て会場を決定しています。
　2008年6月の総会には、337名
の株主の皆様に出席いただきました。
また、2007年の総会からは、議決権
を行使しやすいよう、機関投資家向け
議決権電子行使プラットフォームの利

株主・投資家とシチズン
　シチズンホールディングスは、顧客や株主、お取引先、あるいは地域社会な
ど、さまざまなステークホルダーの皆様と日々の対話を通じて良好な関係を築
き、企業価値の向上と、またそれにふさわしい株価の形成をめざしています。そ
の達成に向け、信頼性の高い情報の適時・適切な開示を徹底し、金融商品市場に
おける健全かつ公正な価格形成と円滑な流通の確保に努めています。また、年4
回の決算発表と決算説明会、個別ミーティングや各IRイベントを実施し、また同時
に、自社WEBサイトの内容充実を進めることで、より多くの皆様とのコミュニケー
ション機会の増加に取り組んでいます。
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用を可能にしました。さらに、シチズン
グループにより親しんでいただけるよ
う、種々製品展示を行うとともに、意見
や質問をいただきやすい仕組みづく
り、スムーズな運営などを心がけてい
ます。

インサイダー取引の防止

　シチズングループは、インサイダー
取引を未然に防ぐための規則の制定・
変更などの必要な手続きを順次実施
しています。シチズンホールディング
スと国内連結子会社各社では、各社役
員と重要事実を扱う可能性が高い社
員による売買を、許可制としています。

外部機関からの評価

　シチズンホールディングスは、
2004年から5年連続で、ベルギーの
SRI(社会的責任投資)評価機関であ
るエティベル社の「エティベル・サス
ティナビリティー・インデックス」に選
ばれています。また、財務内容におい
て、2009年3月現在、ムーディーズ
社から「A2」（信用力が高く、信用リス
クが極めて低いと
判断される債務に
対する格付け）を
取得しています。

（円）
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安全マニュアル
「リンクの妖精たちへ」

電子マニュアル
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製品の開発プロセス

リスクマネジメントプロセス
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